
【総合評価の算出方法】

◆項目別の点数割合

項目 点数（最大） 選択肢毎の点数 点数

必要性 あてはまる（あてはまらない） 20

有効性 ややあてはまる（ややあてはまらない） 15

効率性 ややあてはまらない（ややあてはまる） 7

前年度達成度 50点 あてはまらない（あてはまる） 0

合計 150点

◆前年度目標達成度による付加点数表

前年度目標達成度（％） 付加点数（点）

50%以下 0

50%以上60%未満 10

60%以上70%未満 20

70%以上80%未満 30

80%以上90%未満 40

90%以上 50

◆総合評価について

今年度評価点数＋

付加点数（前年度目標達成度）
総合評価

60以下 E

60点以上80点未満 D

80点以110点未満 C

110点以上130点未満 B

130点以上 A

100点（平均）

必要性、有効性、効率性の３視点評価を今年度評価点数（100点満点）に換算し、その値に

前年度目標達成度（50点満点）を付加した合計点数（150点満点）を5段階（A～E）で評価する。



必要性 有効性 効率性 現在の事業の状態 方向性の考え方の例
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75~100 52~74 36~51

52~74 75~100 36~51
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0~35 0~35 75~100

0~35 0~35 52~74

36~51 0~35 75~100

36~51 0~35 52~74

0~35 36~51 75~100
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36~51 36~51 75~100
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0~35 36~51 0~35

0~35 36~51 36~51
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0~35 75~100 75~100

0~35 75~100 52~74

0~35 52~74 75~100

0~35 52~74 52~74

36~51 75~100 75~100

36~51 75~100 52~74

36~51 52~74 75~100

36~51 52~74 52~74

0~35 75~100 0~35

0~35 52~74 0~35

36~51 75~100 0~35

36~51 52~74 0~35

0~35 75~100 36~51

0~35 52~74 36~51

36~51 75~100 36~51

36~51 52~74 36~51

廃止または民営化する。

必要性がやや低く、効率性が低い

必要性が低く、効率性がやや低い

必要性と効率性がやや低い

廃止または民営化する。

8

必要性（のみ）が低い

成果がでており事業効率もよい

が、市が必ずしも実施すべき事

業ではない。

成果→縮小

コスト→縮小

or

休廃止

廃止または民営化する。

必要性（のみ）がやや低い

必要性と効率性が低い

成果はでているが、市が必ずし

も実施すべき事業ではない。

成果→縮小

コスト→縮小

or

休廃止

必要性が低く、有効性がやや低い

必要性と有効性がやや低い

7 ３視点とも「低い」か「やや低い」
市が必ずしも実施する必要のな

い事業で、成果もでていない。

成果→縮小

コスト→縮小

or

休廃止

効率性（のみ）がやや低い

費用対効果が高く、成果もでて

いるが、若干コストがかかりす

ぎている。

成果→現状維持

コスト→縮小

効率性をあげて、コスト削減し

ていく。

6

必要性と有効性が低い

費用対効果は高いが、市が必ず

しも実施する必要のない事業

で、成果もでていない。

成果→縮小

コスト→縮小
段階的に事業から撤退していく。

必要性がやや低く、有効性が低い

4 ３視点とも「高い」か「やや高い」
現状で費用対効果が高く、成果

も出ている。

成果→現状維持

コスト→現状維持

現状維持（改善が出尽くしてい

る）

5

効率性（のみ）が低い

費用対効果が高く、成果もでて

いるが、コストがかかりすぎて

いる。

成果→現状維持

コスト→縮小

効率性をあげて、コスト削減し

ていく。

3

有効性と効率性が「低い」

市が行うべき事業であるが、成

果がでておらず、また事業効率

も悪い。

成果→拡充

コスト→縮小

民間連携や協働化等によって、

事業効果と事業効率をあげる。

有効性がやや低く、効率性が低い

有効性が低く、効率性がやや低い

有効性と効率性が「やや低い」

費用対効果がいいのだから、よ

りコストをかけて、成果をあげ

る。

2 有効性（のみ）がやや低い

市が行うべき事業で、事業効率

も高いが、成果があまりでてい

ない。

成果→拡充

コスト→拡大or現状維持
生産性をあげる工夫をする。

点数

「成果」と「コスト」の方向性

1 有効性（のみ）が低い

市が行うべき事業で、事業効率

も高いが、成果が全然でていな

い。

成果→拡充

コスト→拡大or現状維持

【自動判定結果について】

「②３視点評価シート」の結果を、以下表に照合して自動判定を行っています。

表に記載している「成果とコストの方向性」、「現在の事業の状態」、「方向性の考え方の例」を参考として、

事業の進捗や施策マネジメントの見地から、「今後の方向性」を判断しています。


